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【編　集　後　記】

　今号は教育実践の報告 2編です。教授学の研究が教育実践に基づくのは当然だろうと言われ

ればそれまでです。しかし、真剣に考えれば考えるほど、難しい活動だと思います。仮説を立

て、授業プランを設計、開発し、それを実際に行ってみて結果から仮説の是非を検証するとい

う流れ通りに遂行できたのなら、それだけでも大成功です。上流から下流へとスムーズにこと

が運ぶことはなく、行ったり来たりしながら試行錯誤するというのが実際ではないでしょうか。

それを論文にまとめるとなるとやっかいです。さも最初からそのように考えていたかのように

筆を進めると、うっかりすると限りなくねつ造に近づいてしまいます。愚直にありのままを書

くと、あちらこちらへと読者を引っ張りまわすことになります。論文の書き方を思案するだけ

では解決できない難しさがあります。ここが執筆者の腕の見せ所ということになります。【E】
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